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 九州・パラオ海嶺はフィリピン海の中央部を南北に走る地形の高まりであり ,その起源は古島弧であると考

えられている．海嶺軸に沿う島弧地殻の分布の変化を定量的に把握するために，大陸棚調査の一環として 2004 年

12 月から 2005 年 1 月にかけて屈折法およびマルチチャネル反射法地震探査を行った．本報告では，九州・パラオ

海嶺南部を横断する４つの測線について，すなわち，北から沖ノ鳥島（北緯 20 度 30 分付近）を横断する 180 km

長の KPr19 測線, 九州・パラオ海嶺の高まりの幅が最も小さい領域である北緯 19 度 30 分を横断する 175 km 長の

KPr20 測線,海嶺の高まりの幅が広い領域（北緯 16 度 30 分付近）と沖ノ鳥島（パレスベラ）海盆を横断する 370 km

長の SPr5 測線,海嶺の東側に地形の高まりが延びている北緯 15 度 30 分付近の 270 km 長の KPr26 測線について，

それぞれ屈折法地殻構造探査を行った結果を述べる．調査においては，海底地震計(Ocean Bottom Seismograph : 

OBS)を 5 km 間隔で合計 200 台を測線上に配置し，人工震源としては総容量 8,040 inch3 (容量 65-600 inch3 のエ

アガン 36 台からなる) エアガンアレイを 200 m（90 s）間隔でショットした． 

 各 OBS で読み取った走時データから tomographic inversion 法（tomo2D, Korenaga et al., 2000）および２

次元波線追跡法(Kubota & Nishiyama, unpublished) を組み合わせて地殻構造モデルを推定した．KPr19 測線では，

沖ノ鳥島から九州・パラオ海嶺にかけて厚い地殻が連続している．KPr20 測線は今回調査した 4 測線の中で九州・

パラオ海嶺を特徴づける地殻の厚い領域が最も小さい．SPr5 測線上の沖ノ鳥島海盆の地殻は標準的な海洋性地殻

に比べて薄く 5 km 程度の厚さしかない．また，レコードセクションにおいて，Pn は容易に検出できるが PmP が明

瞭でないところが特徴的である．KPr26 測線の九州・パラオ海嶺の東側の地形の高まりでは，地殻が厚く 10 km 程

度であることが推定できる． 


